
ｖｏｌ．１     9
2012.6.29

・政策広報活動

・北部航空音楽隊　

・第一級賞状授与

・損害賠償等業務

・人事異動、新規採用職員紹介

・インフォメーション

芦崎湾  主力艦艇も接岸可能に特集 :

（鳳
ほうめいしじゅうはったき

鳴四十八滝）

　仙台市内から山形県に抜ける国道 48 号線沿いの広瀬

川には、大小様々な滝が折り重なるように連なり、滝

から響く美しい水音が伝説の鳥「鳳凰」の鳴き声に似

ていることから名付けられたといわれています。

４

東北の  かなめ
東北防衛局広報紙
（東北６県の防衛に関する情報誌）

４～５

５

７

８

６

防衛省東北防衛局編集委員会編集発行
宮城県仙台市宮城野区五輪１丁目３－１５
℡　０２２－２９７－８２０８
ホームページ　http://www.mod.go.jp/rdb/tohoku/
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東北のかなめ（第１９号）

海
上
自
衛
隊
大
湊
地
方
隊
は
、
青
森
県
陸

奥
湾
の
北
東
部
下
北
半
島
に
位
置
し
て

い
ま
す
。

　

芦
崎
湾
は
、陸
奥
湾
の
内
湾
で
、砂さ

し嘴
に
よ
っ

て
内
部
に
湾
を
形
成
し
て
お
り
、
湾
口
か
ら
湾

内
に
か
け
て
水
深
が
浅
い
た
め
、
こ
れ
ま
で
は

海
上
自
衛
隊
の
主
力
艦
艇
の
大
半
が
入
港
で
き

ず
、
沖
合
で
の
停
泊
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま

し
た
。沖

合
停
泊
は
、
訓
練
等
で
寄
港
す
る
艦
艇

へ
の
後
方
支
援
な
ど
に
支
障
を
来
た
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
主
力
艦
艇
の
桟
橋
へ
の
接

岸
を
可
能
と
す
る
所
要
の
水
深
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
ゅ
ん
せ
つ
を
行
う
た
め
に
は
、
事
前
探
査

と
し
て
し
ゅ
ん
せ
つ
区
域
に
異
常
物(

不
発
弾

等)
が
無
い
か
ど
う
か
の
確
認
の
た
め
に
磁
気

探
査
を
行
い
、
磁
気
探
査
で
異
常
等
が
認
め
ら

れ
た
と
き
は
潜
水
士
に
よ
る
探
査
を
実
施
し
、

異
常
物
の
確
認
を
行
っ
て
か
ら
し
ゅ
ん
せ
つ
工

事
に
着
手
し
ま
す
。

平
成
13
年
度
か
ら
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
に
着

手
し
、
主
力
艦
艇
が
入
港
す
る
範
囲
の

し
ゅ
ん
せ
つ
自
体
は
平
成
22
年
度
末
に
完
了

し
、
し
ゅ
ん
せ
つ
土
の
処
理
が
平
成
23
年
度
末

に
終
了
し
、
し
ゅ
ん
せ
つ
事
業
と
し
て
一
定
の

目
的
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
約
４
５
０
０
ト
ン
ク
ラ
ス
の

護
衛
艦
が
桟
橋
に
接
岸
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
、
陸
地
か
ら
直
接
艦
艇
へ
の
後
方
支
援
等
が

で
き
る
こ
と
に
な
り
、
後
方
支
援
活
動
が
一
段

と
飛
躍
し
ま
し
た
。

　

し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
で
の
し
ゅ
ん
せ
つ
土
量
は

約
70
万
立
方
米
で
、
東
京
ド
ー
ム
の
約
６
割
程

度
あ
り
、
し
ゅ
ん
せ
つ
土
の
一
部
は
青
森
港
中

央
埠
頭
埋
立
地
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

特集

し
ゅ
ん
せ
つ
土
運
搬

し
ゅ
ん
せ
つ

磁
気
探
査

潜
水
探
査

深
浅
測
量

し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
の
流
れ

　－約 10 年　しゅんせつ工事が終了－
芦崎湾 主力艦艇も接岸可能に

　

海
上
自
衛
隊
大
湊
地
方
隊
に
お
い
て
、
芦
崎
湾
内

の
航
路
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
が
終
了
し
、
平
成
23
年
度

か
ら
主
力
艦
艇
も
接
岸
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

芦崎湾遠景

護衛艦ゆうだちグラブしゅんせつ船

むつ市

青森県

Ｑ　

し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
は
、

　
　

な
ぜ
行
う
の
で
す
か

Ａ　

こ
れ
ま
で
よ
り
も
大
型
船
が
航
行
や
停
泊

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
や
、
維
持
し
ゅ
ん
せ

つ
と
い
っ
て
、
河
川
等
か
ら
土
砂
が
流
れ
て
海

底
に
た
ま
り
船
が
通
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

危
険
な
た
め
、
た
ま
っ
た
土
砂
を
取
り
除
い
て

船
が
安
全
に
通
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
行
う

も
の
と
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
し
ゅ
ん
せ
つ
は

維
持
し
ゅ
ん
せ
つ
で
は
な
く
、
主
力
艦
艇
が
入

港
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

Ｑ　

し
ゅ
ん
せ
つ
に
は
、

　
　

ど
の
よ
う
な
方
式
が
あ
る
の
で
す
か

Ａ　

代
表
的
な
し
ゅ
ん
せ
つ
の
方
式
と
し
て

は
、
ポ
ン
プ
し
ゅ
ん
せ
つ
と
グ
ラ
ブ
し
ゅ
ん
せ

つ
が
あ
り
ま
す
。

　

ポ
ン
プ
し
ゅ
ん
せ
つ
と
は
、
ラ
ダ
ー
と
い
う

可
動
装
置
先
端
の
カ
ッ
タ
ー
を
回
転
さ
せ
て
土

砂
を
掘
削
し
、ポ
ン
プ
で
海
水
ご
と
吸
い
上
げ
、

吸
い
上
げ
た
土
砂
を
排
砂
管
と
い
う
パ
イ
プ
で

目
的
地
ま
で
運
ん
で
い
く
方
式
で
す
。

　

グ
ラ
ブ
し
ゅ
ん
せ
つ
と
は
、
グ
ラ
ブ
バ
ケ
ッ

ト
と
い
う
器
具
で
海
底
の
土
砂
を
つ
か
み
取
る

方
式
で
す
。

　

今
回
の
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
は
、
グ
ラ
ブ
し
ゅ

ん
せ
つ
方
式
で
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

し
ゅ
ん
せ
つ
で
、
ど
の
よ
う
な
船
が

　
　

入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
か

Ａ　

こ
れ
ま
で
は
、
約
３
５
０
０
ト
ン
ク
ラ
ス

の
船
し
か
入
港
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回

し
ゅ
ん
せ
つ
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
約

４
５
０
０
ト
ン
ク
ラ
ス
の
船
が
入
港
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

Ｑ　

海
底
の
土
砂
を
つ
か
み
取
っ
た
り

　
　

す
る
と
、
海
が
濁
り
ま
せ
ん
か

Ａ　

海
底
の
土
砂
を
つ
か
み
取
っ
た
り
す
る

と
、
海
底
で
土
砂
が
舞
い
上
が
り
海
水
が
濁
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
し
ゅ
ん
せ
つ
す
る
周

り
を
水
質
汚
濁
防
止
枠
で
囲
っ
て
か
ら
工
事
を

行
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
海
水
が
濁
っ
て
も
広

が
ら
な
い
た
め
、
周
り
に
影
響
を
与
え
る
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

△　護衛艦すずなみ（左）　護衛艦まきなみ（右）

航
路
し
ゅ
ん
せ
つ
Ｑ
＆
Ａ

東北のかなめ（第１９号）

　
　

大
湊
地
方
隊

　

大
湊
地
方
隊
の
任
務
は
、
大
き
く
は
、

防
衛
、
警
備
に
関
す
る
こ
と
、
及
び
災
害

派
遣
、
各
種
支
援
で
す
。

　

担
当
し
て
い
る
区
域
（
警
備
区
）
は
、

津
軽
海
峡
、
宗
谷
海
峡
を
含
む
日
本
海
側
、

太
平
洋
側
と
も
に
青
森
県
以
北
の
我
が
国

周
辺
海
域
で
す
。

し
ゅ
ん
せ
つ
土
処
理

しゅんせつ状況図（側面図）
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東北のかなめ（第１９号） 東北のかなめ（第１９号）

　

平
成
24
年
３
月
23
日
、防
衛
省
に
お
い
て
、

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
災
害
復
旧
活
動
に
係

る
支
援
活
動
等
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
と

し
て
、
田
中
直
紀
防
衛
大
臣
か
ら
東
北
防
衛

局
に
第
一
級
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
金
澤
事
務
次
官
、
桝
田
人
事
教

育
局
長
及
び
山
内
地
方
協
力
局
長
の
立
会
の

下
、
防
衛
大
臣
室
に
お
い
て
、
田
中
防
衛
大

臣
か
ら
増
田
東
北
防
衛
局
長
に
対
し
て
「
東

北
防
衛
局
長
の
優
れ
た
統
率
の
下
、
全
職
員

が
一
致
団
結
し
平
素
か
ら
の
活
動
を
遺
憾
な

く
発
揮
し
た
賜
で
あ
り
そ
の
功
績
は
誠
に
顕

著
で
あ
る
」
と
読
み
上
げ
ら
れ
た
後
、
賞
状

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
発
生
後
に
お
け
る
東
北
防

　

航
空
自
衛
隊
北
部
航
空
音
楽
隊
は
、
昭
和
51

年
、
青
森
県
三
沢
市
に
所
在
す
る
航
空
自
衛
隊

三
沢
基
地
に
お
い
て
、
北
部
航
空
方
面
隊
の
直

轄
部
隊
と
し
て
発
足
し
、
現
在
、
約
40
名
の
隊

員
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

  

主
な
活
動
範
囲
は
、
北
東
北
３
県
（
青
森
・

秋
田
・
岩
手
）
及
び
北
海
道
全
域
で
、
特
に
、

　

東
北
防
衛
局
は
、
４
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た

陸
上
自
衛
隊
船
岡
駐
屯
地
創
立
記
念
行
事
を
は

じ
め
、
霞
目
、
仙
台
、
神
町
、
多
賀
城
及
び
岩

手
駐
屯
地
に
お
け
る
創
立
記
念
行
事
に
お
い

て
、
防
衛
省
の
政
策
や
自
衛
隊
の
諸
活
動
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、広
報
紙「
東

北
の
か
な
め
防
衛
情
報
」
な
ど
を
配
布
し
て
政

策
広
報
活
動
を
始
動
し
ま
し
た
。
来
場
者
は
、

イ
ベ
ン
ト
の
合
間
な
ど
を
利
用
し
、
熱
心
に
広△　船岡駐屯地（宮城県柴田町）

△　広報紙

衛
局
の
活
動
は
、
長
期
に
わ
た
り
整
斉
と
行
わ

れ
、
防
衛
省
・
自
衛
隊
に
対
す
る
国
内
外
の
評

価
を
高
め
る
こ
と
に
寄
与
し
た
と
し
て
、「
第

一
級
賞
状
」
が
授
与
さ
れ
た
も
の
で
す
。

△　配布しているポストカード（イメージ）

△　三沢基地航空祭（青森県三沢市）

△　クリスマスコンサート（北海道千歳市）

　

東
北
防
衛
局
で
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
、
防

衛
政
策
や
自
衛
隊
の
活
動
を
広
く
住
民
等
の
皆

様
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
東
北
各
地
で
防

衛
問
題
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

北
部
航
空
音
楽
隊
は
、
昨
年
度
か
ら
、
東
北

△　第一級賞状

△　防衛大臣室にて

本
音
楽
隊
が
配
置
さ
れ
る
三
沢
基
地
は
米
軍
と

共
用
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
三
沢
ア
メ
リ
カ

ン
デ
ー
や
三
沢
基
地
航
空
祭
な
ど
国
際
色
豊
か

な
場
に
お
け
る
演
奏
会
の
ほ
か
、
防
衛
省
の
儀

式
等
及
び
自
治
体
か
ら
の
広
報
演
奏
を
任
務
と

す
る
音
楽
隊
で
す
。

東
北
の
自
衛
隊

北
部
航
空
音
楽
隊
の
活
躍

～
防
衛
問
題
セ
ミ
ナ
ー
と
コ
ラ
ボ
～

部隊
紹介

防
衛
局
が
主
催
す
る
「
防
衛
問
題
セ
ミ
ナ
ー
」

で
の
演
奏
活
動
も
行
っ
て
お
り
、
本
年
度
も
９

月
２
日
に
盛
岡
市
（
盛
岡
劇
場
予
定
）
に
お
い

て
実
施
す
る
予
定
で
す
。
ご
期
待
下
さ
い
。

報
紙
に
目
を
通
し
て
い
ま
し
た
。

　

当
局
で
は
、今
年
度
も
自
衛
隊
の
各
種
行
事
、

防
衛
問
題
セ
ミ
ナ
ー
や
日
米
交
流
事
業
な
ど
の

各
種
行
事
を
捉
え
、
わ
か
り
や
す
く
親
し
み
や

す
い
広
報
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

政
策
広
報
活
動
を
始
動

防
衛
問
題
セ
ミ
ナ
ー
と
コ
ラ
ボ

第
一
級
賞
状
の
授
与

○　

表
彰
の
種
類

　

自
衛
隊
の
表
彰
に
は
、
賞
状
、
賞
詞
及

び
精
勤
章
の
３
種
類
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
、

賞
状
は
上
か
ら
特
別
賞
状
、
第
一
級
～
第

五
級
賞
状
に
区
分
さ
れ
、
自
衛
隊
の
部
隊

若
し
く
は
機
関
で
、
功
績
が
あ
っ
た
も
の

に
対
し
授
与
さ
れ
ま
す
。
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－損害賠償業務の現場から－

三沢防衛事務所　小
こいずみ

泉　恵
めぐみ

　私は、米軍三沢基地等が所在する青森県を管轄する三沢防衛事務所で、在日

米軍人等による事件・事故で被害に遭われた方への損害賠償業務を担当してい

ます。事故等が発生した際は現場に赴き調査をし、被害者の方へ損害賠償請求

の手続きの説明を行います。また、被害者の方が在日米軍に賠償請求を行う際

に現地での連絡調整役として、請求手続が円滑に進むよう米軍と調整しながら、

必要書類の収集、作成等の請求手続等の業務に当たっています。

　事件・事故は発生しないのが一番ですが、万が一発生してしまった際には被

害に遭われた方の不安を少しでも軽減できるよう、日々の業務に努めて行きた

いと思います。

東北のかなめ（第１９号）

合衆国軍隊の米軍人、軍属等により

－被害を受けられた方々へ－

　東北防衛局では、日米地位協定※に基づき、合衆国軍隊及び構成員（軍人・軍属）の不

法行為等により損害を受けられた方（被害者）又はその遺族に対する損害賠償等の業務を

行っています。

※　日本国とアメリカ合衆国との間の相互協力及び安全保障条約第６条に基づく施設及び区域並びに日本国

　における合衆国軍隊の地位に関する協定

・被害者の受けた損害を日本国政府が賠償します。

・損害賠償請求を行える期間は、損害の発生時から３年以内です。

・原則として直接加害者との間で示談により解決することになりますが、加害者に賠

償金を支払う能力が無い場合、加害者の保険で解決できない場合は、合衆国政府が補

償金（慰謝料）を支払います。

・損害賠償請求を行える期間は、損害の発生時から２年以内です。

　　公務上：米軍等の行為が公務執行中の場合（日米地位協定第１８条第５項）

 事件・事故等の発生場所（岩手県・宮
城県・秋田県・山形県及び福島県）

〒９８３－０８４２

   宮城県仙台市宮城野区五輪１－３－１５

   仙台第三合同庁舎

   東北防衛局企画部業務課事故補償係

          ☎ ０２２－２９７－８２１１

連 絡 先

 事件・事故等の発生場所（青森県）

〒０３３－００１２

   青森県三沢市平畑１－１－３１

   三沢防衛事務所業務課業務第２係　
         ☎ ０１７６－５３－３１１６

東北防衛局　当直室（休日・夜間）☎０２２－２９７－８２５８

　　公務外：米軍等の行為が公務執行中でない場合（日米地位協定第１８条第６項）

　被害を受けられたときは、必ず最寄りの警察署に届けていただくとともに、次の部署までお知

らせ下さい。

総務部長　飯
い い だ

田　恭
やすひさ

久 調達部長　川
かわむら

村　進
すすむ

　４月１日付けで調達部長を拝命した川村です。

　東北局での勤務は初めてですが、東日本大震災で被災した防

衛施設の早期復旧に向け鋭意取り組んでいます。

　都市と田舎が共存する住みやすい環境の中で、「絆」を大切

に前向きに努力して参ります。よろしくお願い致します。

　４月１日付けで総務部長を拝命した飯田です。

　大震災後の復興への歩みを着実に進めていく中にあって、東

北の地での勤務に身の引き締まる思いです。総務部の業務は初

めてですが、これまでの経験を活かし、新たな職務の遂行に邁

進していく所存ですので、よろしくお願い致します。

復興と共に
　歩み出した私達

人 事 異 動

調達部土木課　田
た な か

中　沙
さ ち

知

　分からないことばかりで不安

もありますが、早く業務に慣れ

るよう何事にも前向きに取り組

んでいきたいです。

調達部建築課　東
あずま

　有
ゆ き こ

希子

　先輩方にはご迷惑をお掛けす

ることもあるかもしれません

が、早く仕事に慣れるように頑

張りたいと思います。

調達部設備課　佐
さ と う

藤　壮
そうすけ

将

　建設工事に関してはまだまだ学ぶことが多

いですが、日々積み重ねながら精進していき

たいと思います。

調達部土木課　岩
いわした

下　大
まさる

　日本のために何かしたいと考え

入省をしました。今後は東北のた

めに出来ることを一つ一つこなし

ていきたいと思います。

調達部調達計画課　松
まつした

下　昌
しょうへい

平

　今後、様々な困難な業務があると

思いますが、同期と助け合い、互い

に成長しながら、業務に取り組んで

いきます。

調達部建築課　棟
むねかた

方　拓
た く や

也

　国家公務員としての使命と心構えを自

覚し、節度ある行動を心掛け、立派な防

衛省職員として業務を遂行していこう思

います。

総務部契約課　奥
おくやま

山　ともみ

　復興過程にある仙台で仕事が出来るこ

とを好機ととらえ、早く仕事を覚えて戦

力になれるように頑張ります。

調達部設備課　籾
もみやま

山　絵
え り

理

　新人だからといって先輩方に甘えすぎ

ずに、少しでも早く仕事を覚えて一人前

になれるように頑張りたいと思います。

東北のかなめ（第１９号）

企画部周辺環境整備課 喜
き ゃ ん

屋武  優
ゆ う と

斗

　東日本大震災では、自衛隊員の活躍によっ

て、多くの国民が救われ、私もそのような業

務に携わっていきたいと思います。

新採

紹介
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東北の主な自衛隊広報行事

※事前の申し込み、入場整理券等が必要なイベントもありますので、お出かけの前に問い合わせ先にご確認ください。

　自衛隊（東北管内）が今後予定している主な広報行事等は次のとおりです。是非、見に来てください。

開　催　日 イ　ベ　ン　ト　名 開　催　場　所 問 い 合 わ せ 先

空 ７月　８日（日） 基地開庁記念行事 車力分屯基地内
航空自衛隊車力屯基地総務班

0173-56-2531(202)

空  ７月１５日（日） 創立５５周年記念 山田分屯基地内
航空自衛隊山田分屯基地総務係

0193-82-2636(202・203)

海 ７月２０日（金） 市民と隊員の夕べ（盆踊り） 八戸航空基地
第２航空群司令部広報室

0178-28-3011(2331)

空 ７月２１日 (土） 大湊分屯基地盆踊り大会 大湊分屯基地内
大湊分屯基地総務班

0175-24-1191(202・203)

陸 ７月２１日 (土）
船岡駐屯地夏祭り

（フェスティバル in しばた）
船岡駐屯地

船岡駐屯地司令職務室

0224-55-2301(213)

海 ７月２１日 (土） サマーフェスタ（基地開放） 八戸航空基地
第２航空群司令部広報室

0178-28-3011(2331)

陸 ８月　２日 (木） 霞目駐屯地納涼盆踊り 霞目駐屯地
霞目駐屯地広報班

022-286-3101(301)

陸 ８月　３日 (金） 神町駐屯地納涼祭 神町駐屯地
神町駐屯地司令職務室

0237-48-1151(5898)

陸 ８月　３日 (金） 仙台駐屯地夏祭り 仙台駐屯地
仙台駐屯地司令職務室

022-231-1111(3861）

空 ８月　７日 (火） ちびっ子ヤング大会 三沢基地内
第３航空団司令部監理部広報班

0176-53-4121(3313）

陸 ８月　７日 (火） 八戸駐屯地納涼盆踊り 八戸駐屯地
八戸駐屯地司令業務室

0178-28-3111(3807）

陸 ８月２１日 (火） 青森駐屯地納涼盆踊り 青森駐屯地
青森駐屯地司令職務室

017-781-0161(304)

陸 ８月２５日 (土） 西地区納涼盆踊り 福島駐屯地
福島駐屯地広報室

024-593-1212(204)

空 ９月　１日 (土） 自衛隊音楽隊岩手町演奏会
岩手町スポーツ文化

センター

北部航空方面隊総務部広報班

0176-53-4121(2320)

空 ９月　２日 (日）
防衛問題セミナー

（音楽演奏会）
盛岡劇場

東北防衛局地方調整課

022-297-8212(3429)

空 ９月　９日 (日） 三沢基地航空祭 三沢基地内
第３航空団司令部監理部広報班

0176-53-4121(3313）

陸 ９月１６日 (日）
秋田駐屯地創立６０周年記念

行事
秋田駐屯地

秋田駐屯地広報室

018-845-0125(206）

海 ９月１８日 (火） 大湊音楽隊演奏会 八戸市公会堂
第２航空群司令部広報室

0178-28-3011(2331)

海 ９月２３日 (日）
開隊５５周年記念行事（式典、

飛行展示、体験搭乗等）
八戸航空基地

第２航空群司令部広報室

0178-28-3011(2331)

陸 ９月２９日 (土） 東北方面音楽フェスティバル
東京エレクトロンホー

ル宮城

東北方面総監部広報室

022-231-1111(2708)

- Information -

７月

８
月

９

月

月
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